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● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● １月１日現在人口：72,229人 前月比  ＋７人
 　　　　　　　　　   男 36,712人　女 35,517人
　　　　　　　　　 世帯数：35,719
　　　　　　　　　 人口密度：14,162人／km２

2014/平成26年
わらび・752

｢鬼は～外！福は～内！｣
みんなで楽しく豆まき大会

　子どもたちの力強い声があふれる北
町児童館。１月23日、季節の行事に触
れてもらおうと、一足早く行われたの
が節分の豆まきです。参加した30組の
親子は、新聞紙を丸めた手作りの豆を
元気に投げつけ鬼を退治。交流を深め
ながら今年一年の健康を願いました。

～今月の特集～
　◦わらび
　　　　市政スポット
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■ボートレース戸田／２月の開催日程＝１日～４日･８日～17日･20日～25日　詳細＝戸田競艇組合（☎441･7711）

り
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
、
昨
年

12
月
25
日
に
大お

お

田た

原わ
ら

市
（
津つ

久く

井い

富と
み

雄お

市
長
）と「
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
結

び
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、蕨
市
が

自
治
体
間
で
締
結
し
た
災
害
協
定

は
、平
成
８
年
の
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
、

24
年
の
静
岡
県
湖こ

西さ
い

市
に
続
き
３

つ
目
と
な
り
、
災
害
時
の
更
な
る

支
援
体
制
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
田
原
市
は
、
被
害
想
定
地
震

が
蕨
と
異
な
る
た
め
同
時
に
被
災

す
る
可
能
性
が
低
い
上
、
両
市
は

直
線
距
離
で
約
１
２
０
㌔
と
相
互

応
援
に
も
対
応
し
や
す
い
位
置
関

係
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
機

ま
つ
り
や
宿
場
ま
つ
り
と
い
っ
た

蕨
市
内
で
の
催
し
に
大
田
原
の
皆

さ
ん
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、
蕨

の
皆
さ
ん
も
大
田
原
市
を
訪
問
す

る
な
ど
、
市
民
間
で
の
交
流
が
進

展
し
て
い
る
こ
と
も
両
市
を
結
び

つ
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
災
し

て
い
な
い
協
定
市
が
食
糧
や
物
資

の
提
供
、
職
員
の
派
遣
、
被
災
者

の
一
時
受
け
入
れ
な
ど
の
応
援
を

行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、企
業
や
団
体
、

自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
有
事
の
際
に
も
、
よ
り

迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
で
き
る
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大田原市のトコトコ大田原での調印式の様子（津久井富雄大田原市長・左、賴髙英雄蕨市長・右）

　

今
月
の
特
集
・
市
政
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
蕨
市
で
現
在
、
ど
の
よ
う
な
事
業
や
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ご
紹
介
す
る
の
は
、
栃
木
県
大
田
原
市
と
の
間
で

締
結
さ
れ
た
災
害
協
定
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
市
民
活
動
団

体
と
市
が
手
を
取
り
合
っ
て
開
催
さ
れ
た
協
働
提
案
事
業
の
３
つ
の
話
題
に
つ
い
て
で
す
。

栃木県大田原市と
災害時相互応援協定を締結

　蕨なごみネットワークの代表
世話人として大田原市との市民
間交流の調整に努めています。
みんなで何度も行き来している
まちとの災害協定の締結はうれ
しいものです。これを機にもっ
と親交を深めていきたいですね。

更なる交流のきっかけに

高
たか

橋
はし

 昊
ひろ

志
し

さん
北町１丁目・70歳

那須家伝来の宝物も展示される与一伝承館

　栃木県北東部に位置する大田原市は、
那
な

珂
か

川
がわ

や八
や

溝
みぞ

山
さん

系の森林など、豊かな自
然に囲まれたまちです。かつては奥州街道
の宿場町として栄え、那

なす の よ い ち

須与一ゆかりの
地としても知られています。また、日帰り
温泉などの観光資源にも恵まれています。
人口約76,000人、市域面積354.12平方㌔㍍。

大田原市ってどんなまち？

 特 集 

わらび
市政ス

ポット

まちの
情報を

　　

　　　
発信し

ます

片品村

蕨市

湖西市

大田原市

Voice!

よ
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で
は
、
交
通
安
全
団
体
の

皆
さ
ん
や
警
察
な
ど
と
力

を
合
わ
せ
、
交
通
事
故
の
な
い
ま

ち
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、「
ゾ
ー
ン
30
」
の

整
備
で
す
。
ゾ
ー
ン
30
と
は
生
活

道
路
に
お
い
て
、
歩
行
者
な
ど
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
区
域

を
定
め
て
、
自
動
車
の
最
高
速
度

を
時
速
30
㌔
に
規
制
す
る
交
通
安

全
対
策
で
す
。
住
宅
が
密
集
し
て

い
て
生
活
道
路
も
多
い
南
町
の
一

部（
実
施
箇
所
は
下
の
地
図
参
照
）

に
、今
月
、交
通
規
制
標
識
な
ど
が

設
置
さ
れ
、
市
内
で
初
め
て
こ
の

規
制
が
実
施
さ
れ
る
区
域
と
な
り

ま
す
。
制
限
速
度
を
守
っ
て
、
安

全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■蕨市シルバー人材センター会員募集／原則60歳以上の働く意欲のある人 問い合わせ＝同センター（☎433･0962）

方
、
錦
町
４
丁
目
の
市
道

の
一
部
が
、
新
た
に
自
転

車
歩
行
車
道
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
自
転
車
は
車
道
の
左
側
を

走
る
の
が
原
則
で
す
が
、
こ
の
歩

道
上
に
は
自
転
車
と
歩
行
者
の
通

行
路
を
示
し
た
サ
イ
ン
ゲ
ー
ト
が

備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
転
車

マ
ー
ク
の
下
の
空
間
は
双
方
向
で

20の体験ブースが常に満席になるほどの大盛況でした

の
通
行
が
可
能
で
す
。
な
お
、
自

転
車
ど
う
し
で
擦
れ
違
う
際
は
左

側
を
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

歩
行
者
と
自
転
車
が
通
行
す
る
部

分
を
区
分
け
す
る
植
栽
の
な
か
に

は
地
域
の
宝
・
わ
ら
び
り
ん
ご
が

植
え
ら
れ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
区
域
や
道

路
な
ど
の
整
備
を
含
め
、
い
っ
そ

う
安
全
で
安
心
な
道
路
交
通
の
環

境
づ
く
り
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
起
業
を
目
指
す
女
性
の
た
め
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と
題
さ
れ
、１

月
19
日
に
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
で

開
催
。
講
演
や
起
業
の
体
験
ブ
ー

ス
の
出
店
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場

者
２
０
０
人
に
と
っ
て
、
育
児
と

両
立
で
き
る
働
き
方
に
つ
い
て
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、も
う
一
つ
の
事
業
、は
た

ご
っ
こ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
機
織

り
体
験
教
室
」
は
、
市
内
の
各
小

学
校
で
順
次
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
度
、「
蕨
市
市
民
参
画
と

協
働
を
推
進
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
協
働
事
業
提
案
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
民
活
動
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
生
か
し
た
事
業
を
提
案
し
、

そ
れ
を
市
と
協
働
で
実
現
す
る
こ

と
で
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
制

度
で
す
。
今
年
度
は
５
団
体
か
ら

提
案
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
２
つ
の

事
業
の
実
施
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育

て
応
援
ク
ラ
ブ
む
く
む
く
に
よ
る

「
自
分
ら
し
く
働
き
た
い
母
親
を

応
援
す
る
事
業
」で
す
。同
事
業
は

一

車・自転車・歩行者が分離され、より安全に 写真は整備完了後のゾーン30のイメージです

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る

道
路
交
通
環
境
の
整
備
が
進
展

市
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て

協
働
提
案
事
業
を
実
施

　毎朝、南小学校の周辺で児童
の登校の見守り活動をしていま
す。交通安全につながる整備が
進むと、地域に安心が広がりま
す。私たち市民一人ひとりも、
より意識を高めて、交通事故の
ないまちにしていきたいですね。

丹
に

羽
わ

 友
とも

子
こ

さん
南町３丁目・73歳

　起業に興味があったので、会
場に足を運んでみました。私に
とって、これから何をすべきか
参考になった一日でした。今後
も、市と市民が手を取り合って
地域について考えれば、更に住
みやすいまちになると思います。

福
ふく

士
し

 美
み

穂
ほ

さん
塚越６丁目・30歳

地域ぐるみで意識向上を
Voice!

Voice!

協働で広がるまちの展望

市

今

3　広報WARABI

蕨市消防本部

第二中

西小

大日本印刷

富士見公園

南小

第一中ゾーン30
　 実施箇所

※⃞内は平成27年度
　実施予定

※…は来年度以降
　施工予定
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Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
（
川
口
市

上
青
木
３
︱

12
︱

18
）
で
、
13

日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
開
設

さ
れ
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地

域
の
た
め
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
税
金
が
市
・
県
民
税（
住

民
税
）
で
す
。
こ
の
申
告
が

必
要
な
人
は
、
今
年
の
１
月

１
日
現
在
、
蕨
市
に
居
住
し

て
い
た
人
、
ま
た
は
、
市
内

に
事
務
所
・
事
業
所
・
家
屋

敷
の
あ
っ
た
人
で
す
。
た
だ

し
、
確
定
申
告
を
し
た
人
や

収
入
が
給
与
の
み
、
公
的
年

金
の
み
の
人
の
う
ち
、
支
払

者
か
ら
支
払
報
告
書
が
提
出

済
み
で
、
所
得
控
除
の
追
加

が
な
い
人
は
、
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
税
法
上
で
同
居
の

親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

人
は
、
本
来
、
申
告
書
の
提

リポート　そこが知りたい

〈97〉

　

国
に
納
め
る
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
は

確
定
申
告
で
す
。
こ
の
申
告

が
必
要
な
人
は
、
給
与
を
２

か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

人
や
個
人
事
業
主
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
控
除
や
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
も

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
会
場
は
、
川
口
市
の 税

の
申
告
受
付
開
始

今
月
中
旬
か
ら
３
月
17
日
ま
で
に

　
今
月
中
旬
か
ら
、
税
金
の
申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
税
金
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
今
月
は
、
税
金
の
申
告
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

申告は期限内に

出
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保

険
料
な
ど
の
算
定
、
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
影
響
す

る
た
め
、
申
告
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
単
身
赴
任
で
離
れ

て
暮
ら
し
て
い
る
家
族
や
、

就
学
に
よ
り
遠
方
で
生
活
し

て
い
る
子
ど
も
な
ど
に
対
し

て
、
常
に
生
活
費
の
送
金
を

行
っ
て
い
る
な
ど
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

同
居
し
て
い
な
い
親
族
も
扶

養
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、

17
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
、

自
治
会
館（
図
２
参
照
）で
受

け
付
け
ま
す
。こ
の
他
、東
・

下
蕨
・
南
の
３
つ
の
公
民
館

に
出
張
申
告
会
場
を
設
置
し

ま
す
（
日
程
は
表
１
参
照
）。

　

申
告
に
は
、
印
鑑
、
源
泉

徴
収
票
な
ど
の
昨
年
中
の
収

入
や
所
得
を
証
明
で
き
る
書

類
、
控
除
対
象
と
な
る
も
の

（
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料
、

医
療
費
な
ど
）
の
領
収
書
や

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
、
学
生
証
な
ど
を
お
持
ち

の
人
は
、
控
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
告
の
際
に
は
、
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
支
払
金
額
の

合
計
と
、
保
険
金
等
で
補
填

さ
れ
た
金
額
の
事
前
の
集
計

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

各
申
告
会
場
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
余
裕
を

持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
郵
送
で
も
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
＝
確
定
申
告
は
西
川
口

税
務
署（
緯
253
・
４
０
６
１
）、

市
・
県
民
税
の
申
告
は
税
務

課
（
緯
433
・
７
７
０
７
）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〕

▼
大
正
琴　

使
用
頻
度
は
不
問　

取
り
に
伺
い
ま
す　

価
格
は
応
相

談
≪
稲
森
・
緯
447
・
６
０
３
８
≫

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
ひ
か
り
幼
稚
舎
創
立
50
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト（
ロ
バ
の
音
楽
座
） 

22
日　

午
後
２
時　

市
民
会
館　

ど
な
た
で
も
参
加
可
≪
森
上
・
緯

443
・
２
８
４
９
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
デ
ッ
サ
ン
ク
ラ
ブ「
イ
ー
ス
ト
」 

第
１
・
３
木
曜
日　

午
前
９
時
半 

東
公
民
館　

４
０
０
０
円
（
３
か

月
分
）　
幼
児
の
同
伴
は
不
可
≪
星

野
・
緯
442
・
８
０
２
９
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　
南
公
民
館　
無
料
≪
井

上
・
緯
442
・
０
２
５
９
≫

▼
竹
紫
館
剣
道
教
室　

３
月
の
毎

週
土
曜
日　

午
前
９
時
半　

同
館 

満
５
歳
以
上
≪
浅
野
・
緯
080
・
９

６
６
０
・
１
９
４
６
≫

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ（
幼
児
英
会
話
） 

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10
時　

北

町
公
民
館
か
旭
町
公
民
館　

月
２

３
０
０
円　

未
就
園
児
≪
田
中
・

緯
447
・
１
８
３
９
≫

図１ 所得税及び復興特別所得税の
　　　　　　確定申告受付会場と日程

京
浜
東
北
線

SKIPシティSKIPシティ

国
道
１
２
２
号
線

産
業
道
路

蕨
駅

川口総合高校

（川口市上青木3-12-18）

市民会館

自治会館
（中央5-13-2）

↑蕨駅

市役所

長泉院
卍

中山道本町通り

市
役
所
通
り

駅
前
通
り

図2 市・県民税申告受付会場と日程

自治会館

日程＝２月13日～３月17日
※土・日曜日は休み
（2月23日・3月2日は受付可）
時間＝午前９時～午後４時

表1　出張申告会場と日程
2月26日
27日 東 公 民 館

午前9時～
　午後4時

3月5日 下蕨公民館 午前9時～
　　　正午

3月6日 南 公 民 館 午前9時～
　午後4時

自治会館＝２月17日～３月17日
※土・日曜日は休み
（2月23日・3月2日は受付可）
時間＝午前９時～午後４時

所
得
税
の
確
定
申
告
は

「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
」へ

市
・
県
民
税
の
申
告
は

中
央
５
丁
目
自
治
会
館

必
要
な
書
類
の
確
認
を

申
告
は
郵
送
で
も
可
能



5　広報WARABI ■マンション管理基礎セミナー／８日　午前10時～午後４時半　リリア　申し込み・詳細＝県住宅課（緯048・830・5573）

　

１
月
26
日
、「
蕨
市
民
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
」
が
第
一
中

学
校
と
大
荒
田
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
周
辺
で
開
か
れ
ま
し

た
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

５
７
６
人
が
性
別
や
学
年
別
、

親
子
の
部
な
ど
９
部
門
に
分

か
れ
、
２
㌔
、
３
㌔
、
５
㌔

の
コ
ー
ス
を
力
走
。
家
族
ら

の
声
援
を
背
に
日
頃
鍛
え
た

健
脚
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

門出を祝う新春餅つき
　

１
月
15
日
、
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
新
年
・
新

成
人
を
祝
う
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
同
施
設
に
通
う
障

害
者
の
皆
さ
ん
が
威
勢
の
よ

い
掛
け
声
と
と
も
に
き
ね
を

振
り
、つ
い
た
お
餅
は
12
㌕
。

参
加
者
１
０
２
人
は
、
出
来

た
て
の
あ
ん
こ
や
辛
み
餅
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
３
人
の

新
成
人
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

まちの安全願う出初式

笑顔が輝く節目の祝典

　

１
月
12
日
、
消
防
本
部
で

「
蕨
市
消
防
出
初
式
」が
開
か

れ
ま
し
た
。
大
地
震
を
想
定

し
た
消
防
職
員
に
よ
る
救
出

訓
練
や
消
防
団
の
放
水
訓
練

の
ほ
か
、
小
学
生
防
火
ポ
ス

タ
ー
展
の
表
彰
式
な
ど
を
実

施
。参
加
し
た
２
０
６
人
は
、

防
火
意
識
を
高
め
な
が
ら
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
、

蕨
発
祥
の
祝
典
・
成
年
式
が

１
月
13
日
、
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
に

よ
る「
青
年
の
主
張
」や「
20

歳
の
誓
い
」
の
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
、
出
席
し
た
４
２
５

人（
対
象
６
９
２
人
）は
、
旧

友
や
恩
師
と
の
再
会
を
楽
し

む
と
と
も
に
、
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

快走ロードレース大会

▼
土
曜
ダ
ン
ス
教
室　

月
２
回
土

曜
日　

午
後
１
時　

中
央
公
民

館　

月
２
２
０
０
円　

初
心
者
歓

迎
≪
原
・
緯
444
・
５
７
５
４
≫

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

土

曜
日　

午
前
11
時
と
午
後
１
時　

市
民
体
育
館　

月
３
０
０
０
円　

成
人　

初
心
者
歓
迎
≪
高
橋
・
緯

080
・
６
６
９
０
・
２
１
２
１
≫

▼
蕨
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ　

月
・
木
曜
日
＝
午
後
５

時　

土
曜
日
＝
午
前
９
時　

市
民

体
育
館
ほ
か　

月
１
５
０
０
円　

小
学
生
≪
橋
本
・
緯
090
・
５
４
１

５
・
９
１
７
０
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
初
心
者
剣
道
教
室　

２
月
の
毎

週
土
曜
日　

午
後
５
時　

市
民
体

育
館　

小
学
生　

基
礎
を
楽
し
く

指
導
≪
わ
ら
び
剣
友
会
・
岡
田
・

緯
090
・
５
３
９
６
・
２
４
１
６
≫

▼
健
康
講
座
「
認
知
症
っ
て
な
～

に
」　

20
日　

午
後
１
時　

市
民

会
館　

３
０
０
円
≪
平
田
・
緯

090
・
３
１
３
１
・
９
３
９
９
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

６
日
・

20
日
・
27
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬

塚
・
緯
441
・
７
３
７
３
≫

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

成
田
山
で

学
ぶ
写
経
と
散
策　

４
月
12
日　

１
０
０
０
円（
別
途
写
経
代
）　

説

明
会
あ
り
≪
岩
本
・
緯
090
・
３
４

３
１
・
４
２
９
５
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

４
日

＝
中
央
公
民
館　

12
日
＝
南
公
民

館　

20
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後

７
時
≪
円
浄
・
緯
090
・
２
５
２
２
・

８
６
８
８
≫

この数な～に
１０３店舗

　今月13日から15日までの３日間、市
内全域がわくわくした雰囲気に包まれ
る催しが開かれます。それはにぎわい
あるまちづくりを更に進めていこうと、
市内で初めて行われる「蕨★街バル」
です。バルとはお酒や軽食が楽しめる
お店のことですが、幅広いかたに楽し
んでいただきたいと生花店や美容室な
ど１０３店舗（１月27日現在）が参加し
ます。各店舗とも特別メニューを用意
している街バル。皆さんも楽しみなが
ら、地域の魅力を再発見してみません
か。詳細＝同事務局（緯048・783・2643）

　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
シ
ビ
ウ
出

身
の
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
３
年

前
に
来
日
し
、
蕨
に
住
み
始

め
ま
し
た
。
都
内
の
カ
フ
ェ

で
働
く
傍
ら
、
同
郷
の
奥
さ

ん
と
奮
闘
中
な
の
が
２
歳
の

エ
ド
ワ
ー
ド
く
ん
の
子
育
て

で
す
。
積
極
的
に
お
む
つ
を

換
え
た
り
、
公
園
で
遊
ん
だ

り
す
る
イ
ク
メ
ン
パ
パ
は
、

「
蕨
は
安
全
。安
心
し
て
子
育

て
で
き
ま
す
」と
、に
っ
こ
り
。

そ
ん
な
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
が
心

待
ち
に
し
て
い
る
の
が
南
町

桜
並
木
の
開
花
で
す
。
来
日

後
、初
め
て
桜
を
目
に
し
、そ

の
美
し
さ
と
は
か
な
さ
に
魅

了
さ
れ
た
そ
う
で
、「
今
年
も

家
族
で
花
見
を
し
た
い
で
す

ね
」と
、話
し
て
い
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 ルーマニア
南町２丁目・36歳

フィリモン　　　
　　ダニエルさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

食を通じた異文化体験
　

諸
外
国
の
料
理
を
楽
し
む

教
室
「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ッ
チ

ン
」が
、
１
月
25
日
、
東
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
挑
戦
し
た
の
は
バ
ナ
ナ
の

春
巻
き
や
チ
キ
ン
の
煮
込
み

と
い
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
。

参
加
し
た
12
人
は
、
力
を
合

わ
せ
て
作
っ
た
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
異
文
化
へ
の

理
解
を
大
い
に
深
め
ま
し
た
。



広報WARABI　6

休
み
時
間
に
は
多
く
の
児
童
が
図
書
室
を
利
用
し
て
い
ま
す（
南
小
学
校
）

→芸能団体が行う備品整備・後継者育成など　申請＝３日～24日に事業計画書を県文化振興課（緯048・830・2887）

お
母
さ
ん　

あ
ら
っ
、
学
校

か
ら
、
ま
た
本
を
借
り
て
き

た
の
。
ず
い
ぶ
ん
熱
心
ね
。

ワ
ラ
ビ　

図
書
室
の
先
生
に

教
え
て
も
ら
っ
た
シ
リ
ー
ズ

物
を
読
ん
で
い
る
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

今
年
度
か
ら
学

校
図
書
館
教
育
支
援
員
と
し

て
、本
の
分
類
や
貸
し
出
し
、

案
内
な
ど
の
専
門
的
な
資
格

を
持
つ
司
書
の
人
が
来
て
く

れ
て
い
る
の
よ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

週
１
回
ぐ
ら
い
来

て
く
れ
る
ん
だ
よ
。
本
に
と

て
も
詳
し
い
ん
だ
。
い
っ
し

ょ
に
会
い
に
行
こ
う
よ
。

支
援
員　

こ
ん
に
ち
は
。
私

た
ち
支
援
員
は
各
中
学
校
区

に
一
人
ず
つ
い
る
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

第
一
中
学
校
区

（
一
中
・
南
小
・
中
央
小
・

中
央
東
小
）、
第
二
中
学
校

今
年
度
か
ら
司
書
資
格
持
つ
支
援
員
を
配
置

専
門
知
識
を
生
か
し
て
読
書
の
魅
力
伝
え
る

区
（
二
中
・
西
小
・
北
小
）、

東
中
学
校
区（
東
中
・
東
小
・

塚
越
小
）と
３
人
い
る
の
ね
。

支
援
員　

は
い
。図
書
室
は
、

自
由
に
読
書
や
調
べ
物
が
で

き
る
重
要
な
施
設
な
の
で
、

み
ん
な
が
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

楽
し
く
て
役
立
つ

本
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
ね
。

支
援
員　

ど
の
小
学
校
も
８

０
０
０
冊
以
上
、
中
学
校
は

１
万
冊
以
上
の
蔵
書
を
そ
ろ

え
、
23
年
度
か
ら
全
小
・
中

学
校
の
学
校
図
書
充
足
率
が

１
０
０
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

朝
読
書
に
全
小・

中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
た

り
、「
蕨
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ

た
り
と
環
境
の
整
備
が
着
実

に
進
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。

お
母
さ
ん　

支
援
員
の
皆
さ

ん
は
、
日
頃
は
ど
ん
な
業
務

を
行
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

支
援
員　

司
書
教
諭
や
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と
協
力

し
て
、
本
の
分
類
や
貸
し
出

し
を
し
た
り
、
年
齢
や
季
節

に
応
じ
た
本
を
紹
介
し
た
り

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
読
書

の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

専
門
的
な
視
点

で
の
館
内
整
理
や
子
ど
も
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
心
強
い
わ
。

ワ
ラ
ビ　

僕
の
周
り
で
も
、

親と子の
ニュースの
小窓

読書活動の推進に向け
環境整備が進む

小・中学校の図書室
経
験
豊
富
な
支
援
員
が
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　子どもたちの読書活動の場として
人気がある学校図書館（以下図書室）。
市では、学校図書充足率100％の実現
に加え、今年度から各中学校区に司
書資格を持つ学校図書館教育支援員
を配置し、環境の充実に努めていま
す。今月はその概要を紹介します。

休
み
時
間
に
図
書
室
へ
行
く

友
達
が
増
え
て
い
る
よ
。

支
援
員　

そ
れ
は
う
れ
し
い

わ
。
ほ
か
に
も
購
入
本
の
選

定
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
に
は
、
図
書
展
示
会
が
市

内
で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん　

児
童
が
手
に
取

っ
て
読
ん
で
み
て
、
好
き
な

本
に
投
票
し
た
ん
で
す
よ
ね
。

支
援
員　

は
い
。
モ
デ
ル
校

と
し
て
中
央
小
だ
け
の
開
催

で
し
た
が
、
情
報
は
全
校
で

共
有
し
購
入
に
役
立
て
て
い

ま
す
。好
評
だ
っ
た
の
で
、来

年
度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

楽
し
み
だ
な
～
。

お
母
さ
ん　

本
を
身
近
に
感

じ
る
と
興
味
を
抱
き
、
更
に

読
書
へ
の
意
欲
が
湧
く
わ
ね
。

支
援
員　

読
書
は
表
現
力
や

文
章
力
な
ど
を
磨
く
だ
け
で

な
く
、
考
え
る
力
や
創
造
力

も
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
ん
な
も
図
書
室
を
ど
ん
ど

ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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凛
りん

花
か

ちゃん
（５歳11か月）

健
けん

太
た

ちゃん
（４歳２か月）

垪
は

和
が

　良
りょう

太
た

郎
ろう

さん　
彩
あや

香
か

さんの
長女・長男　 　

　　北町５丁目

柚
ゆ

衣
い

ちゃん
（２歳４か月）

新
あら

井
い

　一
かず

成
なり

さん　
美
み

和
わ

さんの
長女　　　　

　　南町２丁目

■文化振興基金助成事業／対象＝①４月～７月にアマチュア文化団体が行う活動　②４月～７月に伝統・郷土→

　
「
２
歳
を
過
ぎ
て
、身
の
回

り
の
こ
と
を
自
分
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
柚
衣
。

自
分
で
ご
飯
を
食
べ
た
り
着

替
え
を
し
た
り
と
、
そ
の
成

長
ぶ
り
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
大
人
の
ま

ね
を
す
る
の
に
夢
中
で
、
私

が
料
理
を
し
て
い
る
と
、
近

く
で
お
ま
ま
ご
と
の
ご
飯
を

作
り
始
め
ま
す
。
出
来
上
が

る
と
、『
ど
う
ぞ
』と
優
し
い

声
で
、
お
気
に
入
り
の
人
形

や
私
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る

ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
柚
衣
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
優
し
く
元

気
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
、母
親
の
美
和
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－502－

かるた
ヘルスケア

　

私
の
造
語
で
す
。
恋
を
す

る
、
好
き
な
俳
優
や
ア
イ
ド

ル
を
応
援
す
る
、
好
き
な
映

画
を
観
る
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

で
熱
狂
す
る
―
。
こ
ん
な
心

が
盛
り
上
が
る
と
き
、
体
の

中
で
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
、
男

性
ホ
ル
モ
ン
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
を
増
や
す
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ホ
ル
モ
ン
は
い

ず
れ
も
若
返
り
の
ホ
ル
モ
ン

と
言
わ
れ
、
う
れ
し
い
と
い

う
感
情
だ
け
で
な
く
、
老
化

に
も
抵
抗
力
を
付
け
て
く
れ

る
あ
り
が
た
い
ホ
ル
モ
ン
が

分
泌
さ
れ
る
の
で
す
。「
病
は

気
か
ら
」と
も
言
い
ま
す
が
、

「
老
化
は
気
か
ら
」、「
キ
レ

イ
も
気
か
ら
」
で
す
！

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

と
き
め
き
ホ
ル
モ
ン

と

　

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
の
５
歳
児
ク
ラ
ス

は
、毎
年
、塚
越
剣
友
会（
町ま

ち

田だ

純じ
ゅ
ん

会
長
）

の
皆
さ
ん
に
剣
道
を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
月
１
回
、正
座
や
礼
、素
振
り

の
し
か
た
を
学
び
、
最
終
日
の
１
月
20

日
は
面
打
ち
に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。
り

り
し
い
防
具
姿
で「
メ
ー
ン
！
」と
力
強

く
打
ち
込
む
子
も
い
れ
ば
、
遠
慮
し
て

優
し
く
振
る
子
な
ど
個
性
は
さ
ま
ざ
ま
。

で
も
、そ
の
爽
快
感
に「
気
持
ち
よ
か
っ

た
」と
大
満
足
の
29
人
は
、最
後
に
今
ま

で
の
感
謝
の
思
い
を
礼
に
し
っ
か
り
こ

め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
春
か
ら
は

１
年
生
。
剣
道
で
学
ん
だ
礼
儀
作
法
や

正
し
い
姿
勢
が
き
っ
と
役
立
ち
ま
す
ね
。

子どもクラブ武道の心と楽しさ学んだよ！
たんぽぽ
保育園

　

昨
年
12
月
、栃
木
県
大
田
原

市
と
災
害
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
大
規
模
災
害
時
に
は

自
治
体
ど
う
し
の
助
け
合
い

が
重
要
な
こ
と
か
ら
、蕨
の
防

災
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
有
意

義
な
協
定
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

協
定
実
現
に
は
市
長
ど
う

し
の
合
意
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
、市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
と
し
て
、
大
田
原
市
の

津
久
井
市
長
さ
ん
と
も
全
国

市
長
会
の
会
議
な
ど
で
お
会

い
し
た
際
に
協
定
の
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
こ
の
協
定
を
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
上
で
は
、
日
頃
か
ら
の
市

民
交
流
が
た
い
せ
つ
で
す
。

幸
い
、
昨
年
来
、
蕨
市
民
と

大
田
原
市
民
と
の
交
流
が
と

て
も
豊
か
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
わ
ら
び
機
ま
つ
り
で
は

大
田
原
名
産
の
ア
ユ
の
塩
焼

き
や
牛
串
の
販
売
が
あ
り
、

宿
場
ま
つ
り
に
は
、「
都
会

の
お
祭
り
を
体
験
し
よ
う
」

と
バ
ス
で
ツ
ア
ー
を
組
ん
で

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
蕨

の
皆
さ
ん
も
大
田
原
市
を
訪

問
し
、
牧
場
で
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
や
畑
で
の
収
穫
体
験
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
に
あ
る
蕨
市
と
農

業
や
畜
産
業
が
盛
ん
な
大
田

原
市
で
、
お
互
い
の
よ
さ
を

生
か
し
、双
方
に
プ
ラ
ス
に
な

る
よ
う
な
Ｗウ

ィ

ン
ｉ
ｎ
‒
Ｗウ

ィ

ン
ｉ
ｎ

の
関
係
で
交
流
が
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

栃木県大田原市と災害時
相互応援協定を締結

67

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は６日。ただし、３月は
13日です。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ
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ア
フ
リ
カ
の
伝
統
的
な
民

族
楽
器「
ジ
ャ
ン
ベ
」。
木

を
く
り
ぬ
き
、
ヤ
ギ
の
皮
が
張
ら

れ
た
円
筒
形
の
太
鼓
か
ら
は
、
心

を
躍
ら
す
よ
う
な
陽
気
で
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
音
色
が
弾
け
出
し
ま
す
。

「
ジ
ャ
ン
ベ
は
人
の
心
を
開
い
て

く
れ
る
楽
し
い
楽
器
」
と
語
る
の

は
、
ジ
ャ
ン
ベ
奏
者
の
長
澤
葉
子

さ
ん
（
錦
町
６
丁
目
）
で
す
。

　
「
ド
ゥ
ン
」・「
ト
ン
」・「
カ
ン
」と

低
・
中
・
高
の
３
つ
の
音
を
組
み
合

わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
こ
の

楽
器
。
長
澤
さ
ん
が
ジ
ャ
ン
ベ
と

出
会
っ
た
の
は
３
年
前
で
す
。
幼

少
の
頃
か
ら
音
楽
に
親
し
み
、
長

年
続
け
て
き
た
電
子
オ
ル
ガ
ン
で

は
ラ
イ
ブ
を
開
く
ほ
ど
の
腕
ま
え

で
し
た
。で
も
、ど
こ
か
も
の
足
り

な
さ
を
感
じ
て
い
た
、
そ
ん
な
と
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広
報
蕨　

七
五
二
号　

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
ジャンベ奏者　　　　　　　

長
なが

澤
さわ

 葉
よう

子
こ

 さん

西

ジャンベの魅力を伝えたい

き
、
ふ
と
参
加
し
た
教
室
で
目
に

し
た
の
が
ジ
ャ
ン
ベ
で
し
た
。
リ

ズ
ム
だ
け
で
演
奏
で
き
、
老
若
男

女
、国
籍
も
問
わ
ず
、音
だ
け
で
一

体
感
に
包
み
込
む
こ
の
楽
器
に
瞬

く
間
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
ギ
ニ
ア

人
奏
者
に
師
事
。
一
か
ら
指
導
を

仰
ぎ
ま
す
。
現
地
で
は
主
に
男
性

が
た
た
く
楽
器
で
、
大
き
く
濁
り

の
な
い
音
を
出
す
の
は
経
験
者
で

も
難
し
い
ジ
ャ
ン
ベ
。
最
初
は
苦

労
の
連
続
で
、指
先
が
切
れ
、ま
め

が
出
来
る
こ
と
も
日
常
茶
飯
事
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
音
を
た
た
き

分
け
る
感
覚
を
つ
か
む
た
め
練
習

を
重
ね
ま
し
た
。
今
で
は
、「
き
ゃ

し
ゃ
な
体
の
ど
こ
か
ら
そ
の
音
が

⁉
」と
仲
間
に
驚
か
れ
る
こ
と
も
。

外
見
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
力
強

さ
と
心
地
よ
い
響
き
が
長
澤
さ
ん

の
持
ち
味
で
す
。
現
在
は
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
出
演
す
る
傍
ら
、
音
楽

を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
の
文
化
や
現

状
に
も
関
心
を
抱
い
て
も
ら
い
た

い
と
、
都
内
の
小
学
校
を
訪
れ
る

な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
で
も
練
習
す
る
長

澤
さ
ん
。「
ジ
ャ
ン
ベ
を
背
負
う
姿

を
見
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ね
」。更
に
、「
も
っ
と
腕
を
磨
い
て

蕨
で
も
演
奏
で
き
た
ら
」
と
に
っ

こ
り
。
こ
の
先
も
音
を
楽
し
む
体

現
者
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
の
風
を
吹
き
込
み
ま
す
。

心地よい音色を奏でる長澤さん

輝

いて
ます

　

蕨
混
声
合
唱
団
は
、
下
蕨
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
「
合
唱
講
座
」
の
受

講
生
の
有
志
に
よ
っ
て
、
平
成
４
年

に
誕
生
し
た
市
内
初
の
混
声
合
唱
団

で
す
。現
在
は
20
代
か
ら
80
代
ま
で
、

幅
広
い
年
代
の
26
人
が
在
籍
し
、
毎

週
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
、
同
館
で
混
声
４
部
合
唱
を
中
心

に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
楽
し
く
歌

う
こ
と
、
そ
し
て
、
歌
声
の
あ
る
ま

ち
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
市
民
合
唱

祭
や
下
蕨
地
区
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
、年
に
数
回
、日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
る
ほ

か
、
例
年
３
月
に
は
、
ひ
な
祭
り
に

合
わ
せ
て
、
さ
く
ら
保
育
園
で
園
児

た
ち
と
歌
を
通
し
た
交
流
を
重
ね
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
発
表
の
場
で
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

団
員
も
観
客
も
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う

に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
仲
よ
く

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
合
唱
団

と
聞
く
と
、
敷
き
居
が
高
い
と
感
じ

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

歌
が
好
き
で
あ
れ
ば
音
楽
経
験
を
問

わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
興
味
が
あ
る
人

は
、
副
団
長
・
額ぬ

か

賀が（
☎
432
・
５
２
１

７
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奥
おく

谷
や

 盛
もり

昭
あき

 団長

みんなで歌うと自然に笑顔が広がります

～蕨混声合唱団～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

合
唱
を
通
し
て
広
げ
た
い

地
域
に
笑
顔
と
歌
声
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ


